
界
で
２７
億
人
と
も
さ
れ
る

膨
大
な
数
の
ユ
ー
ザ
ー
を

抱
え
る
ソ
ー
シ
ヤ
ル
メ
デ

ィ
ア
の
フ
エ
イ
ス
ブ
ツ
ク
を
中
心
に
、

米
企
業
連
合
が
発
行
を
計
画
し
て
い
た

デ
ジ
タ
ル
通
貨

「
Ｌ
ｉ
ｂ
ｒ
ａ

（リ
ブ

一乙
」
が
早
く
も
曲
が
り
角
を
迎
え
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
す
る

「
リ
ブ

ラ
協
会
」
は
今
年
４
月
、
世
界
中
ど
こ

で
も
使
え
る
史
上
初
の
デ
ジ
タ
ル
通
貨

と
い
う
当
初
の
リ
ブ
ラ
の
コ
ン
セ
プ
ト

（昨
年
６
月
発
表
）
を
大
き
く
変
容
さ
せ

る
内
容
の

「リ
ブ
ラ
自
書
２

・
０
」
を

公
表
し
た
ｏ
特
に
大
き
な
変
更
が
、
複

数
の
通
貨
と
リ
ン
ク
ｔ
て
価
値
を
担
保

す
る

一
つ
の
デ
ジ
タ
ル
通
貨
（″多
通
貨

型
ク
リ
ブ
ラ
）
か
ら
、
ド
ル
、
ユ
ー
ロ

な
ど
個
々
の
通
貨
と
リ
ン
ク
す
る
複
数

の
デ
ジ
タ
ル
通
貨

（ド
ル
リ
ブ
ラ
、
ユ

ー
ロ
リ
ブ
ラ
な
ど

ク単

一
通
貨
型
ク
リ

ブ
ラ
）
に
変
更
さ
れ
た
点
で
あ
る
。

当
局
の
震
斃
と
致
命
的
欠
陥

当
初
の
多
通
貨
型
は
、
価
値
を
主
要

５
通
貨

ド
ル
、
ユ
ー
ロ
、
円
、
ポ
ン
ド
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
・ド
ル
）
か
ら
な
る
「通

貨
バ
ス
ケ
ツ
ト
」
に
リ
ン
ク
す
る
も
の
。

メ
リ
ッ
ト
は
①
バ
ス
ケ
ツ
ト
を
構
成
す

る
複
数
の
通
貨
の
強
弱
が
打
ち
消
し
合

い
価
格
が
安
定
、
②
５
通
貨
か
ら
な
る

「リ
ブ
ラ
・リ
ザ
ー
ブ
」
と
い
う
裏
付
け

資
産
を
１
０
０
％
保
有
す
る
こ
と
で
、

通
貨
と
し
て
の
信
用
度
が
高
ま
る
―
―

こ
と
。
グ
ロ
ー
バ
ル
通
貨
を
複
数
通
貨

の
バ
ス
ケ
ツ
ト
通
貨
と
し
て
発
行
す
る

仕
組
み
が
斬
新
で
あ
つ
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
変
更
後
の
単

一
通

貨
型
は
、
各
掴
通
貨
と
同
じ
価
値
を
持

ち
、
等
価
交
換
が
で
き
る

「ド
ル
リ
ブ

ラ
」
「
ユ
ー
ロ
リ
ブ
ラ
」
…
…
な
ど
を
、

別
々
に
発
行
す
る
。
こ
れ
ら
の
各
国
通

貨
建
て
の
リ
ブ
ラ
は
、
各
通
貨
の
リ
ザ

ー
ブ
（現
金
で
２０
％
、
短
期
国
債
で
８０

％
を
運
用
）
に
よ
つ
て
１
０
０
％
裏
付

け
ら
れ
る
と
し
て
い
る
。
バ
ス
ケ
ツ
ト

通
貨
型
の
独
自
デ
ジ
タ
ル
通
貨
の
発
行

を
断
念
し
た
と
い
う
意
味
で
は
、
根
本

的
な

「
コ
ン
セ
プ
ト
の
変
更
」
で
あ
る

と
捉
え
る
べ
き
だ
ろ
つゝ
。

今
回
の
変
更
の
理
由
に
つ
い
て
、
リ

ブ
ラ
協
会
か
ら
説
明
ら
し
い
も
の
は
な

い
が
、
迷
走
の
背
景
に
は
、
次
の
二
つ

の
要
因
が
あ
る
と
み
ら
れ
る
。

一
つ
は
各
国
の
金
融
当
局
や
米
議
会

の
極
め
て
厳
し
い
姿
勢
だ
。
金
融
機
関

で
す
ら
な
い
民
間
企
業
が
ヽ
国
家
の
通

貨
主
権
の
下
で
中
央
銀
行
が
独
占
的
に

発
行
し
て
き
た
法
定
通
貨
を
超
え
る
デ

ジ
タ
ル
通
貨
を
発
行
す
る
こ
と
は
、国
・

中
銀
か
ら
見
れ
ば
権
限
が
侵
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
反
発
は
必
然
だ
。

も
う

一
つ
は
、
当
初
案
の
多
通
貨
型

リ
ブ
ラ
が

「致
命
的
な
欠
陥
」
を
抱
え

デジ翁J≫饉爾瘍ゾ鬱が難饉
鷲葬撥の中銀vネ摯諄寧‐爾か
稀 鷲写紀誰罫男蝿 難。A

甲鴛 貿磁
(麗澤大学教授)

て
い
た
可
能
性
で
あ
る
。
多
通
貨
型
は

「１
０
０
％
の
裏
付
け
資
産

（リ
ブ
ラ
・

リ
ザ
ー
ブ
）
を
確
保
」
で
き
る
こ
と
を

特
徴
と
し
て
い
た
。
こ
れ
は
、
い
つ
で

も
ュ
ー
ザ
ー
の
払
い
戻
し
に
対
応
で
き

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
し
か
し
、
リ
ブ

ラ
の
価
値
が
値
上
が
り
し
た
場
合
、
裏

付
け
資
産
保
有
比
率
が
１
０
０
％
を
下

回
る
事
態
が
起
こ
り
得
る
。
こ
の
構
造

慟
問
題
が
解
消
で
き
な
い
と
す
れ
ば
、

路
線
変
更
の
十
分
な
理
由
に
な
る
。

一
方
で
単

一
通
貨
型
で
は
こ
う
し
た

問
題
は
起
き
な
い
。
リ
ブ
ラ
協
会
は
、

単

一
通
貨
型
の
方
が
認
可
を
得
ら
れ
や

す
い
と
い
ユゝ
颯
み
が
あ
つ
た
の
か
も
し

れ
な
い
が
、す
で
に
各
国
中
銀
自
ら
が
ヽ

自
国
の
法
定
通
貨
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る

「中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
」
（Ｃ
Ｂ
Ｄ
Ｃ
）

を
発
行
す
る
方
向
で
検
討
や
準
備
を
進

め
て
い
る
中
で
、
ほ
ぼ
同
じ
機
能
を
有

す
る
ド
ル
リ
ブ
ラ
や
ユ
ー
ロ
リ
ブ
ラ
が

先
■
発
行
さ
れ
る
よ
う
な
状
況
を
、
当

局
側
が
容
認
す
る
と
は
考
え
に
く
い
。

英

『
フ
イ
ナ
ン
シ
ヤ
ル
・
タ
イ
ム
ズ
』

紙
は
、
リ
ブ
ラ
の
方
針
転
換
を

「大
幅

な
後
退
で
あ
る
」
と
報
じ
た
。

申
国
は
北
京
五
輸
で
披
露
か

主
要
国
の
中
で
、
中
銀
デ
ジ
タ
ル
通

貨
の
発
行
に
向
け
て
先
頭
を
走
っ
て
い

る
の
が
沖
国
で
あ
る
。
中
銀
で
あ
る
中

日
目

Ｆ
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国
人
民
銀
行
は
２
０
１
４
年
夏
か
ら

「
デ
ジ
タ
ル
人
民
元
」
の
研
究
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
、
研
究
に
着
手
し
て
い
る
。

‐９
年
８
月
に
は
人
民
銀
行
高
官
が

「発

行
は
近
い
」、
９
月
に
は

「発
行
準
備
は

ほ
ぼ
完
了
」
と
発
言
。
世
界
初
の
中
銀

デ
ジ
タ
ル
通
貨
は
中
国
に
な
る
―
―
と

の
観
測
が
広
が
り
、
世

界
の
金
融
当
局
に
動
揺

が
走

っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
人
民
元
は

２０
年
中
に
、
蘇
州

（江

蘇
省
）
、
深
釧

（広
東

省
）、成
都

（四
川
省
）、

雄
安
新
区

（河
北
省
）

な
ど

一
部
の
都
市
で
試

験
運
用
が
予
定
さ
れ
て

い
る
。
す
で
に
蘇
州
で

は
、
今
年
５
月
か
ら
地

方
政
府
の
職
員
や
商
業

銀
行
の
行
員
に
対
す
る

交
通
費
の
支
給
と
し
て

デ
ジ
タ
ル
人
民
元
を
発

行
す
る
実
験
が
行
わ
れ

て
い
る
。
経
済
特
区
の

雄
安
新
区
で
は
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
、
マ
ク
ド
ナ

ル
ド
、
サ
ブ
ウ
ェ
イ
、

無
人
ス
ー
パ
ー
、
地
下

鉄
、
書
店
な
ど
が
試
験

に
参
加
す
る
。

本
格
導
入
は
２‐
年
中

が
有
力
視
さ
れ
て
い
る
が
、
「遅
く
と
も

北
京
久
季ヽ
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
（２２
年
２
月
）

ま
で
に
は
使
え
る
よ
う
に
す
る
」
と
の

人
民
銀
行
幹
部
の
見
通
し
が
伝
え
ら
れ

て
お
り
、
国
家
イ
ベ
ン
ト
で
世
界
に
披

露
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。

デ
ジ
タ
ル
人
民
元
は
、人
民
元
の
「現

金
」
を
代
替
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
ユ
ー
ザ
ー

（個
人
、
企
業
な
ど
）

は
、
モ
バ
イ
ル
ウ
オ
レ
ツ
ト

（電
子
財

布
）
を
ス
マ
ー
ト
フ
オ
ン
に
ダ
ウ
ン
ロ

ー
ド
し
、
ア
カ
ウ
ン
ト
を
作
成
し
て
利

用
す
る
こ
と
に
な
る
。
発
行

者
は
人
民
銀
行
で
、
「仲
介
機

関
」
（市
中
の
金
融
機
関
）
を

通
じ
て
ユ
ー
ザ
ー
に
配
布
す

る

「間
接
発
行
型
」
と
な
る
。

仲
介
機
関
と
し
て
は
、
商
業

銀
行
の
ほ
か
、
ア
リ
バ
バ
、

テ
ン
セ
ン
ト
、
銀
聯
な
ど
が

含
ま
れ
る
予
定
で
あ
る
。

中
国
で
は
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
決

済
が
広
く
普
及
し
て
お
り
、

ア
ン
ト
フ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル

（ネ
ッ
ト
通
販
最
大
手
ア
リ

バ
バ
の
子
会
社
）
に
よ
る
「
ア

リ
ペ
イ
」、
テ
ン
セ
ン
ト
の

「
ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ペ
イ
」
は

１０
億
人
超
の
ユ
ー
ザ
ー
が
い

る
。
当
局
で
は
、
ア
リ
ベ
イ
、

ウ
ィ
ー
チ
ャ
ッ
ト
ベ
イ
、
ま

た
、
デ
ビ
ッ
ト
カ
ー
ド
と
ク

レ
ジ
ツ
ト
カ
ー
ド
の
機
能
を

持
つ
銀
聯
カ
ー
ド
な
ど
の
加

盟
店
で
、
デ
ジ
タ
ル
人
民
元

を
使
え
る
よ
う
に
す
る
戦
略

と
み
ら
れ
る
。

上
記
を
踏
ま
え
る
と
、
デ

フェイスブックのザッカーバーグCEO(右)は米議会の反発を受けた

先行する中銀デジタル通貨の特徴
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醸
一

（・７
～
‐８
年
ご
ろ
と
さ
れ
る
）
よ
り
も
早

い
た
め
、
マ
ス
コ
ミ
の
論
調
の
よ
う
に

「
リ
ブ
ラ
を
脅
威
と
見
て
慌
て
て
開
発

を
始
め
た
」
わ
け
で
は
な
い
。

ま
た
、
いア
ジ
タ
ル
人
民
元
は
、
″国
内

で
の
″
個
人
や
企
業
の
取
引

（小
日
決

済
）
に
使
う
こ
と
を
目
標
と
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
デ
ジ
タ
ル
人
民
元
で

「ド
ル

覇
権
に
挑
戦
す
る
」
と
か

「人
民
元
を

国
際
化
す
る
」
と
い
っ
た
見
方
は
的
外

れ
で
あ
ろ
う
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
は

「日
本
製
」

世
界
初
の
中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
発
行

国
の
栄
誉
を
得
る
の
は
、
中
国
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
急
速
に
実
用
段
階

に
迫
っ
て
い
る

ク伏
兵
ク
が
、
カ
ン
ボ

ジ
ア
国
立
銀
行

（中
銀
）
が
計
画
す
る

「バ
コ
ン
」
だ
。
１９
年
７
月
か
ら
、
同
国

最
大
手
ア
ク
レ
ダ
銀
行
を
含
む
１２
銀
行

と
１
万
人
以
上
の
ユ
ー
ザ
ー
が
参
加
し

た
試
験
運
用
を
始
め
て
い
る
。

バ
コ
ン
で
採
用
さ
れ
て
い
る

「
ハ
イ

パ
ー
レ
ジ
ャ
ー
い
ろ
は
」
と
い
つヽ
ブ
ロ

ツ
ク
チ
エ
ー
ン
技
術
は
、
日
本
の
ス
タ

ー
ト
ア
ッ
プ
企
業
で
あ
る
ソ
ラ
ミ
ツ
が

開
発
し
た
。
本
格
的
な
全
国
展
開
に
向

け
た
準
備
は
お
お
む
ね
整
っ
て
い
る
模

様
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
し
次
第
、

今
年
秋
口
に
も
、
正
式
運
用
を
始
め
る

も
の
と
み
ら
れ
る
。

発
行
は
デ
ジ
タ
ル
人
民
元
と
同
様

「間
接
発
行
型
」
を
取
る
が
、入
手
方
法

を

「銀
行
券
と
の
交
換
」
に
限
つ
て
い

る
の
が
特
徴
で
あ
る

（銀
行
預
金
か
ら

バ
コ
ン
ヘ
の
交
換
は
不
可
）。
こ
れ
は
、

通
貨
流
通
量
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
や
、
銀

行
へ
の
取
り
付
け
騒
ぎ

（銀
行
へ
の
不

安
か
ら
、
銀
行
預
金
を
引
き
出
し
て
大

量
に
バ
コ
ン
に
換
え
る
）
の
防
止
策
を

目
的
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
デ
ー
タ
自
体
が
現

金
と
同
等
な
価
値
を
持
つ

「ト
ー
ク
ン

型
」
通
貨
と
し
て
発

行
さ
れ
る
。
ト
ー
ク

ン
型
は
デ
ー
タ
の
受

け
渡
し
が
行
わ
れ
た

時
点
で

「決
済
完
了

性
」
を
持
つ
。
こ
れ

は
現
金
と
同
じ
だ
。

否
笙
ん
の
者
へ
の
譲

渡
が
繰
り
返
さ
れ
る

「転
々
流
通
性
」も
有

す
る
た
め
、
例
え
ば

バ
コ
ン
を
受
け
取
っ

た
企
業
は
、
即
座
に

仕
入
れ
な
ど
次
の
支

払
い
に
充
て
る
こ
と

が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

加
盟
店
手
数
料
や
送

金
手
数
料
な
ど
は
す

べ
て
無
料
と
な
る
。

中
銀
に
は
手
数
料
を

取
れ
な
い
デ
メ
リ
ッ
ト
が
発
生
す
る

が
、
そ
れ
を
相
殺
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
銀
行
券
の
製
造

・
保
管

・
輸
送
な
ど

の
コ
ス
ト
が
大
幅
に
削
減
で
き
る
。

使
い
勝
手
も
考
え
ら
れ
て
お
り
、
バ

コ
ン
を
使
う
た
め
の
ス
マ
ホ
ア
プ
リ

を
、
ア
ッ
プ
ル
ス
ト
ア
や
グ
ー
グ
ル
プ

レ
イ
ス
ト
ア
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
れ

ば
、
個
人
間
送
金
は
相
手
の
携
帯
電
話

番
号
だ
け
で
送
金
で
き
る
。
決
済
は
、

店
舗
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て

支
払
う
。
自
国
通
貨

「リ
エ
ル
」
の
ほ

か
に
、
ド
ル
に
も
対
応
し
て
い
る
。
こ

れ
は
、
国
全
体
の
現
金
流
通
額
の
７０
％

程
度
が
米
ド
ル
と
な
っ
て
い
る
と
い
う

複
雑
な
通
貨
事
情
が
反
映
し
て
い
る
。

一
方
で
、
マ
不
―
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
（資

金
洗
浄
）
対
策
と
し
て
１
日
５
０
０

ル
ド

相
当

（約
５
万
５
０
０
０
円
）
が
利
用

の
上
限
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
。
た

だ
し
、
銀
行
日
座
を
開
設
し
、
バ
コ
ン

と
の
ひ
も
付
け
を
行
う
と
、
上
限
額
は

一
挙
に
、
１
日
５
０
０
０
ド
ル相
当

（約

５５
万
円
）
に
跳
ね
上
が
る
。
こ
の
措
置

の
狙
い
は
、銀
行
日
座
の
保
有
促
進
と
、

国
民
の
７８
％
が
銀
行
日
座
を
持
っ
て
い

な
い
状
況
の
打
開
に
あ
る
。
つ
ま
り
、

既
存
の
金
融
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
な

い
貧
困
層
な
ど
に
送
金

。
決
済
手
段
を

提
供
す
る

「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
イ

ン
ク
ル
ー
ジ
ョ
ン
（金
融
包
摂
と
を
実

現
す
る
有
効
な
手
段
と
言
え
る
。

米
国
も
６
月
１７
日
に
米
連
邦
準
備
制

度
理
事
会

（Ｆ
Ｒ
Ｂ
）
の
パ
ウ
エ
ル
議

長
が
、
議
会
証
言
で
、
こ
れ
ま
で
の
慎

重
姿
勢
か
ら

一
転
し
て

「
デ
ジ
タ
ル
・

ド
ル
の
実
現
に
向
け
て
真
剣
に
研
究
す

る
」
と
の
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。
日

本

（と
り
わ
け
日
銀
）
に
対
す
る
圧
力

と
な
る
こ
と
は
必
至
で
あ
ろ
う
。

中
銀
デ
ジ
タ
ル
通
貨
に
よ
る

「新
た

な
現
実
景
ニ
ュ
ー
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
）
は
、

す
ぐ
そ
こ
ま
で
来
て
い
る
。

Э

デジタル人民元は既存のQRコード決済加盟店でも使えるようになる見込みだ
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